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今みんなで考える「市町村合併」その２８ 
　 

秋穂町議会議員16人が決定 ほか 

みんなの公民館 
くらしを考える１日教室　ほか 

まちかどフォト ほか 

にこにこ通信　ほか 

国保コーナー　ほか 

マイタウンあいお　ほか 
お知らせ 

秋穂コミュニティセンター 

ふれあい　学びあい　いきいき輝く　町づくり 

楽しく 
国際交流 

　６月15日(火)、秋穂小学校で『青少年劇場』が開催
されました。『青少年劇場』は、児童生徒の豊かな心を
育成するため、芸術文化体験活動の一環として県内の
小･中学校で行われているものです。 
　今回の演目は、｢となりの国の打楽器と踊り｣で、韓
国の李周熙さん(リー・チュヒさん、写真中央の女性)
と車昌鎬さん(チャ・チャンホさん、写真右の男性)が
打楽器の演奏や舞を披露しました。 
　また、途中で児童や先生が参加して、いっしょに打
楽器を叩いたり、輪になって踊ったりする場面もあり、
隣の国の文化に触れる楽しい一日になりました。 

（関連記事10ページ） 

秋穂小学校で『青少年劇場』 
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山口県央部１市３町合併協議会 
を立ち上げ 

第２回第２回・第３回山口県央部１市３町合併調査研究会第３回山口県央部１市３町合併調査研究会 

山口県央部１市３町合併協議会 
を立ち上げ 

第２回・第３回山口県央部１市３町合併調査研究会 

　６月　６月2222日（火）（火）、秋穂町役場で、秋穂町役場で、3030日
（水）（水）には阿知須町公民館で、には阿知須町公民館で、第２回第２回・
第３回山口県央部１市３町合併調査第３回山口県央部１市３町合併調査
研究会が開催されました研究会が開催されました。 
　研究会では、　研究会では、次の合併基本４項目及次の合併基本４項目及
び法定合併協議会設置に向けた事項び法定合併協議会設置に向けた事項
について協議されましたについて協議されました。 

　６月22日（火）、秋穂町役場で、30日
（水）には阿知須町公民館で、第２回・
第３回山口県央部１市３町合併調査
研究会が開催されました。 
　研究会では、次の合併基本４項目及
び法定合併協議会設置に向けた事項
について協議されました。 

図
１
【
合
併
す
る
ま
で
の
流
れ
】 

今みんなで考える 
市町村合併 

　　 
 

今みんなで考える 
市町村合併 

　　 
 

その28

合
併
基
本
４
項
目
の
確
認
と
山
口

県
央
部
１
市
３
町
合
併
協
議
会
を

立
ち
上
げ 

山
口
県
央
部
１
市
３
町
合
併

調
査
研
究
会 

　
山
口
県
央
部
１
市
３
町
（
山
口
市･

小
郡
町･

秋
穂
町･

阿
知
須
町
）
で
は
、
県
勢
の
発
展
を

け
ん
引
す
る
中
核
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
、

合
併
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
研
究
会
で
は
、「
合
併
協
議
会
」
の
設
置
に

向
け
６
月
９
日
か
ら
約
１
カ
月
間
、
協
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

１. 

合
併
基
本
４
項
目
に
つ
い
て 

○
合
併
の
方
式 

　『
新
設
合
併
』
と
す
る
。 

　
合
併
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
１
市
３
町
が

対
等
な
立
場
に
立
ち
、
新
た
な
市
を
設
置
す

る
新
設
合
併
（
対
等
合
併
）
を
確
認
し
ま
し
た
。 

○
合
併
の
期
日 

　『
平
成
17
年
10
月
』、『
平
成
17
年
12
月
』

ま
た
は
『
平
成
18
年
１
月
』
と
す
る
。 

　
合
併
の
期
日
に
つ
い
て
は
、
特
に
決
ま
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
行
の
合
併
特
例

法
（
※
注
１
）
で
の
特
例
措
置
を
受
け
る
た
め

に
は
、
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に
構
成
市

町
の
議
会
で
の
合
併
の
議
決
と
、
県
知
事
へ

合
併
の
申
請
を
行
い
、
平
成
18
年
３
月
31
日

ま
で
に
合
併
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
合
併
協
議
の
開
始
か
ら
、
新
市
発
足
ま
で

の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
下
図
１
の
と
お
り
で
す
。 

※
注
１
　
合
併
特
例
法 

　
自
主
的
な
市
町
村
の
合
併
を
推
進
し
、
あ

わ
せ
て
合
併
市
町
村
の
建
設
の
た
め
、
関
係

法
律
な
ど
の
特
例
措
置
を
定
め
た｢

市
町
村

の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律｣

の
こ
と
で
す
。 

　
現
行
の
特
例
法
は
、
平
成
16
年
に
一
部
改
正

さ
れ
、
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
17
年
３
月
31

日
ま
で
に
市
町
村
が
議
会
の
議
決
を
経
て
都

道
府
県
知
事
に
合
併
の
申
請
を
行
い
、
平
成
18

年
３
月
31
日
ま
で
に
合
併
し
た
も
の
に
つ
い
て
、

現
行
の
合
併
特
例
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
は
、｢

市
町
村
の

合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律｣

が
施
行
さ
れ
、

合
併
特
例
債
は
廃
止
、
合
併
算
定
替
の
適
用
期

間
短
縮
な
ど
と
な
り
ま
す
。 

合
併
協
議
会
の
設
置 

合
併
協
定
書
の
調
印 

市
町
村
議
会
の
議
決 

知
事
へ
の
申
請 

県
議
会
議
決
と
知
事
決
定 

総
務
大
臣
へ
届
出
・
官
報
告
示 

新
市
発
足 

○
合
併
に
関
す
る
協
議 

 

○
合
併
に
つ
い
て
の
方
向
が
一
本
化 

 

○
関
係
市
町
村
全
て
の
議
会
で
実
施 

 

○
関
係
市
町
村
長
全
て
が
申
請 
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合併関連資料の閲覧ができます 
　合併関連の資料を、次の場所で閲覧することがで
きます。自由にご覧ください。 

・町役場（町民ホール） 
・大海支所（図書コーナー） 
・中央公民館 

　また、町役場町民ホール・大海支所では、パソコ
ンにより合併関連資料を検索することができます。
こちらもご利用ください。 

山口県央部１市３町合併協議会 
を立ち上げ 

第２回・第３回山口県央部１市３町合併調査研究会 

　６月22日（火）、秋穂町役場で、30日
（水）には阿知須町公民館で、第２回・
第３回山口県央部１市３町合併調査
研究会が開催されました。 
　研究会では、次の合併基本４項目及
び法定合併協議会設置に向けた事項
について協議されました。 

今みんなで考える 
市町村合併 

　　 
 

　
研
究
会
で
は
、
合
併
の
期
日
に
関
し
、「
事

務
事
業
の
調
整
や
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
な

ど
に
12
ヵ
月
程
度
は
必
要
と
な
る
」、「
合
併

に
伴
う
事
務
量
の
大
幅
な
増
加
を
考
慮
す
る

と
、
年
度
末
の
繁
忙
時
期
は
、
で
き
る
だ
け

避
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
結
果
、
前
述
の
３
つ
を
研
究
会
の

案
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。 

○
新
市
の
名
称 

　『
山
口
市
』
と
す
る
。 

　
２
市
４
町
で
の
協
議
会
で
確
認
さ
れ
た
「
山

口
市
」
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。 

○
新
市
の
事
務
所
の
位
置 

　
調
整
案
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

【
調
整
案
】 

　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
、
新
市
発
足

時
は
現
在
の
山
口
市
役
所
の
位
置
と
す
る
。 

　
新
市
の
事
務
所
の
方
式
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
総
合
支

所
方
式
と
し
、
現
在
の
１
市
３
町
そ
れ
ぞ

れ
の
役
所
及
び
役
場
に
総
合
的
な
機
能
を

持
つ
支
所
を
置
く
。 

　
な
お
、
住
民
の
利
便
性
や
新
市
の
均
衡

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
配
慮
し
、
協
議
検
討

す
る
も
の
と
す
る
。 

【
附
帯
決
議
】 

　
将
来
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

新
市
発
足
後
、
速
や
か
に
新
市
の
事
務
所

の
位
置
に
関
す
る
審
議
組
織
を
設
置
し
、

協
議
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

　
そ
の
協
議
に
当
た
っ
て
は
、
新
山
口
駅

周
辺
が
適
地
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
県
央
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
位
置
を
考
慮
し
、
整
備
に
つ
い
て
は
新

市
発
足
後
10
年
を
目
途
に
審
議
す
る
こ
と
。 

 ２. 
１
市
３
町
で
の
合
併
協
議
会
に

つ
い
て 

○
名
称 

　『
山
口
県
央
部
１
市
３
町
合
併
協
議
会
』 

○
設
置
日 

　
平
成
16
年
７
月
20
日 

○
協
議
事
項 

①
合
併
に
関
す
る
事
項 

②
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設
計

画
）
の
作
成
に
関
す
る
事
項 

③
そ
の
他
合
併
に
関
し
必
要
な
事
項 

○
組
織 

①
１
市
３
町
の
首
長
、
助
役
（
各
１
名
） 

②
１
市
３
町
の
議
長
、
副
議
長
、
議
員
代

表
（
各
１
名
） 

③
１
市
３
町
の
学
識
経
験
者
（
各
４
名
）、

県
職
員
（
２
名
） 

 

○
体
制 

           

　
こ
の
他
に
、
合
併
協
議
会
規
約
に
つ
い
て

も
協
議
・
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
が
各
市
町
の
議
会
へ
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
各
議
会
で
の
議
決
が
得
ら

れ
、
山
口
県
央
部
１
市
３
町
合
併
協
議
会
が

正
式
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

○
第
２
回
合
併
協
議
会
（
予
定
） 

　
　
日
時
　
８
月
11
日
（
水
） 

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜 

　
　
場
所
　
小
郡
町
公
民
館 

○
第
３
回
合
併
協
議
会
（
予
定
） 

　
　
日
時
　
８
月
24
日
（
火
） 

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜 

　
　
場
所
　
Ｊ
Ａ
山
口
中
央
秋
穂
支
所 

  

お
問
い
合
わ
せ 

　
町
役
場
企
画
課 

　
　
1（
９
８
４
）
８
０
２
６ 

　
　
有
線
５
０
３
１ 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
　
　 

　
　
　h

ttp
://w
w
w
.aio
ch
o
.jp
/ 

　
Ｅ
メ
ー
ル
　kikaku

@
aio
ch
o
.jp

合
併
協
議
会
（
38
名
） 

事
務
局
（
16
名
） 

専
門
部
会
（
11
名
） 

幹
事
会
（
８
名
） 
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赤瀬和男（72）・現 
（４・無所属） 
中津江／無職 

上田好寿（68）・現 
（２・無所属） 
日地／無職 

江村久男（69）・現 
（６・無所属） 
北条／農業 

河野英男（46）・新 
（１・無所属） 
中条／農業 

清水泰英（64）・現 
（３・無所属） 
下村／無職 

末貞忠衛（58）・新 
（１・無所属） 
黒潟南／会社員 

冨田正朗（48）・現 
（３・無所属） 
黒潟北／自営業 

中川清（72）・現 
（２・無所属） 
北条／農業 

浜　早都（59）・新 
（１・無所属） 
天神町／会社員 

原田欣知（57）・現 
（８・無所属） 
東本町／会社役員 

松冨三男（65）・現 
（２・無所属） 
日地／農業 

三好溥眞（64）・現 
（４・無所属） 
黒潟南／無職 

安光軍次（59）・現 
（５・公明党） 
西青江／会社員 

安光誠（61）・新 
（１・無所属） 
西青江／農業 

山本武義（62）・現 
（３・無所属） 
下村／無職 

渡辺次朗（63）・現 
（２・無所属） 
日地／無職 

　
任
期
満
了
に
伴
う
秋
穂
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
は
、
６
月
20
日
に
投
票
が
行

わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
立
候
補
者
が

定
数
ど
お
り
16
人
で
あ
っ
た
た
め
、
無

投
票
と
な
り
ま
し
た
。 

氏名（年齢）・新現の別 
（当選回数・党派） 
住所／職業 

（敬称略・五十音順） 

秋
穂
町
議
会
議
員 

16
人
が
決
定 

現
職
12
人
　
新
人
４
人 

任
期
は
平
成
16
年
７
月
12
日
か
ら 

議
長 

副
議
長 
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任
期
満
了
に
伴
う
山
口
県
知
事
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら

４
年
間
の
県
政
を
託
す
大
切
な
選
挙
で
す
。
忘
れ
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。 ～この選挙　 

ひとりひとりが 
主役です～ 

 

　
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
当
日
投
票
に
行

け
な
い
か
た
は
、
前
も
っ
て
期
日
前
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
日
前

投
票
の
場
所
は
町
役
場
内
、
時
間
は
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

選
挙
の
告
示
の
翌
日（
７
月
28
日
）か
ら

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。 

■
投
票
で
き
る
人 

　
平
成
16
年
度
山
口
県
瀬
戸
内
海
海

区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
。 

■
投
票
所 

第
１
投
票
所
　 

　
　
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー 

第
２
投
票
所
　 

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー 

■
投
票
時
間 

　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時
ま
で 

※
通
常
の
選
挙
よ
り
短
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い 

■
開
票
所 

　
町
役
場
第
１
会
議
室 

■
開
票
開
始
時
刻 

　
午
後
８
時
〜 

■
お
問
い
合
わ
せ 

　
秋
穂
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
1（
９
８
４
）８
０
１
１ 

　
有
線
２
３
３
１ 

８
月
５
日（
木
）は
、

山
口
県
瀬
戸
内
海

海
区
漁
業
調
整
委

員
会
委
員
一
般
選

挙
の
投
票
日
で
す 

山
口
県
知
事
選
挙 

投票日 

８月８日 
日曜日 
 

選
挙
時
の
登
録
資
格
に
つ
い
て 

●
資
格
基
準
日
の
７
月
21
日
現
在
に
秋
穂
町

に
住
所
を
有
す
る
か
た 

●
選
挙
の
期
日（
平
成
16
年
８
月
８
日
）現
在

で
年
齢
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民（
昭
和

59
年
８
月
９
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
） 

●
秋
穂
町
に
平
成
16
年
４
月
21
日
ま
で
に
転

入
の
手
続
き
を
し
、
資
格
基
準
日
ま
で
引

き
続
き
３
カ
月
以
上
秋
穂
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
た 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧 

　
今
回
、
新
た
に
秋
穂
町
選
挙
人
名
簿
へ
登

録
し
た
か
た
に
つ
い
て
、
選
挙
人
名
簿
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。 

○
縦
覧
日
時
　
７
月
22
日（
木
） 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

○
縦
覧
場
所
　
秋
穂
町
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局（
町
役
場
内
） 

入
場
券
と
選
挙
公
報 

　
入
場
券
は
、
７
月
23
日
ご
ろ
個
人
宛
に
郵

送
し
ま
す
。
自
分
の
も
の
か
ど
う
か
確
認
し
、

当
日
受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
万
一
、

入
場
券
が
破
損
し
た
り
紛
失
し
た
と
き
は
、

受
付
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
選

挙
公
報
は
、
７
月
30
日
ご
ろ
各
世
帯
宛
に
郵

送
予
定
で
す
。 

あ
な
た
の
投
票
所
は 

　
あ
な
た
の
投
票
所
は
、
入
場
券
に
印
刷
し

て
あ
り
ま
す
。
よ
く
確
か
め
て
投
票
所
に
行

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
７
月
13
日
以
降
に
町
内
を
転
居
さ

れ
た
か
た
の
投
票
所
は
、
転
居
前
の
投
票
所

に
な
り
ま
す
。 

第
１
投
票
所
　 

　
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー
　
会
議
室 

第
２
投
票
所
　 

　
大
海
小
学
校
　
多
目
的
ホ
ー
ル 

第
３
投
票
所
　 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
　
会
議
室 

第
４
投
票
所
　 

　
中
央
公
民
館
　
講
堂 

投
票
時
間
は 

○
投
票
時
間
　 

　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時 

こ
ん
な
投
票
も 

期
日
前
投
票 

　
投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
理
由
で
投
票
に
行
け
な
い
か
た
は
、
期

日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
期
日
前
投
票
場
所
　
秋
穂
町
役
場
内 

○
期
日
前
投
票
期
間
　
７
月
23
日（
金
）〜
　

８
月
７
日（
土
）の
毎
日 

○
期
日
前
投
票
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
　

午
後
８
時 

不
在
者
投
票 

　
県
が
指
定
し
て
い
る
病
院
な
ど
に
入
院･

入
所
し
て
い
る
か
た
は
、
そ
の
施
設
で
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票 

　
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
事
前
に
受

け
て
い
る
か
た
は
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
等
の
請
求
期

限
は
、
８
月
４
日（
水
）ま
で
で
す
。
ま
た
、

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
か
た
や
介
護
保

険
被
保
険
者
証
に
要
介
護
５
の
記
載
が
あ
る

か
た
で
、
こ
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
よ
う

と
す
る
か
た
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。 

点
字
に
よ
る
投
票 

　
点
字
投
票
を
希
望
す
る
か
た
は
、
投
票
管

理
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

開
票
は
即
日 

　
開
票
は
即
日
開
票
で
、
午
後
９
時
か
ら
町

役
場
第
１
会
議
室
で
行
う
予
定
で
す
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
秋
穂
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
1（
９
８
４
）８
０
１
１
　
有
線
２
３
３
１ 
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ふれあい　学びあい　いきいき輝く　町づくり 

ゴルフ教室 

スティーブン先生の子ども英会話教室 

デジタルカメラを楽しもう 

家庭教育学級 

子どもニュースポーツ教室 

　公民館では、町民の皆さんが「いつでも・どこ
でも・だれでも」学習ができるよう支援していき
たいと考えています。 
　「こんな学習会を企画してほしい」など、要望・
相談ごとがありましたらお気軽に公民館へおたず
ねください。 
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民俗資料館図書室と大海分館に新しい本が入りました 

民俗資料館　図書室 
（このほかにもたくさんの新収本があります。ご利用ください） 

大海分館 

人権教育指導者研修会 
日　　時　８月５日（木）午前10時～午後0時10分 
会　　場　大海総合センター　ホール 
講　　演　演題「暮らしの中の人権問題 
　　　　　　　　　～子どもの視点から～」 
　　　　　講師 周南市人権擁護委員 逆井歌代先生 
フイルム視聴　「Meet the ヒューマンライツ」 
　　　　　どなたでも入場できます。 
お問い合わせ　中央公民館 

成人式 
日　　時　８月15日（日）　午前10時～正午 
会　　場　大海総合センター 
お問い合わせ　中央公民館　 

テニス教室 
期　　間　９月13日（月）から 
時　　間　午後７時から 
会　　場　大海総合センターテニス場 
募集人員　20人 
募集期間　９月６日（月）（定員になり次第締切） 
お問い合わせ　中央公民館 

    

子
ど
も
会
会
長
会
議 

　
６
月
27
日（
日
）、各
地
区
の
子
ど

も
会
の
会
長
が
集
ま
っ
て
、
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
会
の
運
営
方
針
と
し
て
、

「
子
ど
も
た
ち
自
身
が
考
え
活
動
で

き
る
よ
う
に
す
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
任
せ
る
こ

と
が
で
き
る
部
分
は
で
き
る
だ
け
任

せ
て
い
き
た
い
と
事
務
局
で
は
考
え

て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
会
議
で
は
、
ま
ず
会
長
と

副
会
長
を
選
出
し
ま
し
た
。
話
し
合

い
の
結
果
、
会
長
に
城
島
昂
佑
君
（
秋

中
３
）、
副
会
長
に
縄
田
成
一
君
（
秋

中
３
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
城
島
君
・

縄
田
君
の
進
行
に
よ
り
、
今
年
度
の

子
ど
も
会
の
目
標
や
球
技
大
会
の
運

営
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
が
も
た
れ

ま
し
た
。
球
技
大
会
は
、
前
年
度
同

様
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
ポ
ー
ト
ボ
ー

ル
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
球
技
大

会
当
日
の
審
判
や
開
閉
会
式
司
会
な

ど
の
役
割
分
担
も
話
し
合
っ
て
決
定

し
ま
し
た
。
次
回
会
議
（
７
月
28
日
）

で
、
球
技
大
会
の
抽
選
も
行
わ
れ
、

球
技
大
会
の
準
備
は
万
端
で
す
。 

　
子
ど
も
会
事
務
局
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
自
身
の
子
ど
も
会

活
動
に
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

●お問い合わせ　中央公民館（1・FAX（９８４）２１３２　有線４９８１） 

《一般書》 
白の謎 
輪違屋糸里（上・下） 
長崎乱楽坂 
脳みその研究 
《幼児・児童・生徒向け》 
なさけない　ちっちゃい　かえる 
ねがいぼし　かなえぼし 
こうさぎジャック　しっぽは　どこ？ 
怪物ガーゴンと、ぼく 
ゲド戦記外伝 

《一般書》 
野川 
バンビの剥製 
自転車少年期 
シーボルトの瞳 
１階でも２階でもない夜 
《幼児・児童・生徒向け》 
ちいさな赤いとうだい 
ひ・み・つ 
しろい　うさぎがやってきて 
赤いカヌーにのって 
ココの森のおはなし 

 
（古井　由吉） 
（鈴木　清剛） 
（竹内　真） 
（ねじめ　正一） 
（堀江　敏幸） 
 
（ヒルデガード・Ｈ・スウィフト） 
（たばた　せいいち） 
（エリック・バテユ） 
（ベラ・Ｂ・ウィリアムズ） 
（とき　ありえ） 

 
（鳥羽　亮 他） 
（浅田　次郎） 
（吉田　修一） 
（阿刀田　高） 
 
（エクトル・シエラ） 
（内田　麟太郎） 
（バーナデッド・ワッツ） 
（ロイド・アリグザンダー） 
（ル＝グウィン） 
 

　と　ば　　　りょう　ほか 

あさ　だ 　　　じ　ろう 

よし　だ　　　しゅういち 

　あ　とう　だ　　　たかし 

 

 

うち　だ　　　りん　た　ろう 

　の　がわ 

　　　　　　　　はくせい 

　じ　てんしゃしょうねん　き 

　　　　　　　　　　　　め 

　　かい　　　　　　かい　　　　　　　　よる 

 

　　　　　　　　あか 

 

 

あか 

　　　　　　もり 

ふる　い　　　よしきち 

すず　き　　　せいごう 

たけうち　　まこと 

　　　　　　　　しょういち 

ほり　え　　　としゆき 

しろ　　なぞ 

 わ ちがいや いとさと 

ながさきらんらくざか 

のう　　　　　　けんきゅう 

 

 

 

 

かいぶつ 

　　　　せん き がいでん 

▲会議では活発に意見が交わされました 

（民俗資料館図書室） 

８月は｢平和｣、｢命
の大切さ｣につい
て、改めて考え直
してみる季節と
もいえるでしょう。 
夏休みです。家族
で読みあってみ
ませんか。 
 

８月の展示絵本 
〈図書室からのお知らせ〉 

９７ 



�

��������広報 

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
と
生
活
設
計 

〜
超
低
金
利
・
ペ
イ
オ
フ
時
代
の
資
産
活
用
と
は
？
〜 

▲松本京子さん（宮之旦） 

 
 

社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
一

人
ひ
と
り
の
生
活
設
計
も
計
画
的
に
見

直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
、

平
成
17
年
度
に
は
ペ
イ
オ
フ
も
本
格

的
に
導
入
さ
れ
ま
す
。 

ペ
イ
オ
フ
と
は
？ 

　
本
来
は
、
金
融
機
関
が
破
綻
し
た
場

合
の
預
金
者
保
護
の
方
法
の
一
つ
で
あ

る
、
預
金
者
へ
の
保
険
金
の
支
払
の
こ

と
を
、「
ペ
イ
オ
フ
」
と
い
い
ま
す
。
こ

の
他
に
、
預
金
の
全
額
保
護
と
い
う
現

在
の
特
例
措
置
が
終
了
し
て
、
預
金
の

う
ち
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
部
分
が

一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
、

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

資
産
形
成
の
基
本
的
な
考
え
方 

　
資
産
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
ま
ず
必
要

と
な
る
の
が
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
（
生
活
設

計
）
で
す
。「
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
て
い
く
か
」
と
い
う
夢

や
目
標
が
明
確
に
な
れ
ば
、「
い
つ
ま

で
に
い
く
ら
用
意
す
れ
ば
よ
い
か
」
な

ど
の
資
産
計
画
が
は
っ
き
り
し
て
き
ま

す
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
が
決
ま
れ
ば
、
そ

れ
ま
で
の
期
間
や
目
標
に
応
じ
て
、
金

融
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
中
か
ら
何
を
選

べ
ば
よ
い
か
判
断
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

目
的
に
あ
わ
せ
て
商
品
を
選
ぶ 

　
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
て
、
特
定
の

時
期
に
確
実
に
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
資
金
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
を
優

先
し
た
商
品
選
択
が
必
要
で
す
。
金
融

商
品
の
中
に
は
、「
貯
蓄
」
に
適
し
た
商

品
と
「
投
資
」
に
適
し
た
商
品
が
あ
り

ま
す
。
各
金
融
商
品
の
特
徴
を
よ
く
理

解
し
て
、
い
か
に
目
的
に
あ
っ
た
も
の

を
選
ぶ
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。 

      

　
　「
貯
蓄
」
と
「
投
資
」 

　
国
語
辞
書
に
よ
る
と
「
貯
蓄
」
は
「
将

来
の
た
め
に
資
金
を
蓄
え
る
」
と
あ
り
ま

す
。「
貯
蓄
」
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
安

全
に
、
確
実
に
、
そ
し
て
「
必
要
な
と
き

に
は
す
ぐ
お
金
を
引
き
出
せ
る
状
態
で

保
管
す
る
」
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
と

い
え
ま
す
。 

　
一
方
、「
投
資
」
は
「
利
益
を
得
る
た
め

に
資
金
を
投
下
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
株
式
や
不
動
産
・
貴
金
属
な
ど
を

購
入
す
る
こ
と
を
「
投
資
す
る
」
と
い
い

ま
す
が
、
日
常
生
活
で
も
「
自
分
へ
の
投

資
と
し
て
資
格
を
取
る
」
と
い
っ
た
幅
広

い
使
わ
れ
方
を
す
る
言
葉
で
す
。「
今
あ

る
お
金
を
使
っ
て
そ
の
結
果
生
じ
る
効

果
（
利
益
）
を
期
待
す
る
」
こ
と
が
「
投
資
」

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
投
資
に
よ
る
利
益

は
、
投
資
す
る
時
点
で
は
あ
く
ま
で
期
待

す
る
も
の
で
あ
っ
て
「
確
実
」
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
投
資
は
「
不
確
実
」
な

要
素
を
持
ち
、
時
に
は
大
き
な
損
害
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
貯
蓄

で
は
得
ら
れ
な
い
高
い
収
益
を
得
る
可

能
性
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。 

　「
貯
蓄
」
と
「
投
資
」
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い

を
よ
く
考
え
た
う
え
で
運
用
し
ま
し
ょ
う
。 

今回は有効な資金活用に
ついて（社）証券広報セン
ターの溝川栄一先生にお
話をうかがいました。 

【
相
談
】 

　
海
外
宝
く
じ
で
百
万
ド
ル
当
選
し
た
と
の
エ
ア

メ
ー
ル
が
届
き
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
を

書
い
て
返
送
す
る
よ
う
に
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ

は
ど
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。 

【
処
理
】 

  

日
本
国
内
で
、
海
外
宝
く
じ
の
発
売
、
発
売
の

取
次
、
授
受
を
行
う
こ
と
は
、
刑
法
（
富
く
じ
の

発
売
な
ど
）
に
抵
触
す
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
海
外
宝
く
じ
の
国
内
で
の
取
引
は
違
法

行
為
に
あ
た
る
の
で
、
連
絡
し
な
い
よ
う
助
言
し

ま
し
た
。 

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】 

　
こ
う
い
っ
た
封
書
は
、
締
切
を
書
い
て
申
し
込

み
を
急
が
せ
た
り
、
当
選
金
を
日
本
で
受
け
取
っ

て
も
非
課
税
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
招
く
記

載
が
あ
っ
た
り
、
当
選
結
果
の
確
認
方
法
が
不
明

で
あ
る
な
ど
不
審
な
点
が
多
々
あ
り
ま
す
。
多
く

の
場
合
、
事
業
者
の
連
絡
先
は
海
外
に
な
っ
て
お

り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
、
た
と
え
所
在
地

が
わ
か
っ
て
も
現
地
ま
で
行
っ
て
解
決
す
る
こ
と

は
現
実
的
に
は
難
し
く
、
国
に
よ
っ
て
法
制
度
の

違
い
も
あ
り
、
被
害
の
回
復
は
困
難
を
伴
い
ま
す
。

事
業
者
に
提
出
す
る
申
込
書
の
中
に
は
、「
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら
毎
月
参
加
費
を
引
き
落
と
す
こ

と
を
許
可
い
た
し
ま
す
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
う

っ
か
り
申
し
込
む
と
宝
く
じ
購
入
費
の
引
き
落
し

が
止
ま
ら
な
い
と
い
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
海

外
の
事
業
者
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
し
た
場
合
は
、

解
約
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
は
大
変
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
信
用
で
き
な
い
相
手
に
、
簡
単
に
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
な
ど
を
教
え
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
誘
い
に
乗
っ
て

申
し
込
む
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
情
報
が
流
出
す

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。 

「海外宝くじ」について 

く
ら
し
を 
考
え
る 
１
日
教
室 

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の 

お問い合わせ 
　山口県消費生活センター　1083（924）0999 
　町役場企画課　1（984）8026　有線5031

消費生活相談室 
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日
時
　
二
〇
〇
四
年
九
月
十
一
日（
土
） 

　
　
午
後
六
時
開
演
（
午
後
五
時
三
〇
分
開
場
） 

会
場
　
秋
穂
町
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー
〈
ら
ん
ら
ん
ド
ー
ム
〉 

前売り２,０００円 

会　員１,５００円　 

（当日券５００円高）　全席自由席 

主
催
／
あ
い
お
文
化
倶
楽
部
・
宇
部
好
楽
協
会
　
後
援
／
秋
穂
町
・
秋
穂
町
教
育
委
員
会 

◆◆電話予約も受け付けますのでご連絡ください◆◆ 
あいお文化倶楽部事務局（秋穂町大海総合センター内） 
TEL083-984-2053　FAX083-984-5699 
〒754-1101　吉敷郡秋穂町東１１３０番地5

秋穂町大海総合センター、秋穂町中央公民館、 
秋穂町役場（教育委員会）、道の駅あいお、 
ポプラあいお店、サンパークあじす、スーパーよしもと 

三遊亭歌之介　本名　野間　賢（のま　さとし） 
昭和３４年４月８日　　鹿児島県肝属郡（きもつきぐん）生まれ 

昭和５３年３月 
 
昭和５７年４月 
昭和５７年５月 
 
昭和５８年 
 
昭和６０年 
 
昭和６２年５月 
昭和６２年１０月 
 
昭和６３年５月 
平成２年 
平成３年 
平成１３年 

大阪市立汎愛（はんあい）高校卒業後、 
三代目「三遊亭圓歌（えんか）」に入門。前座名、「歌吾（うたご）」。 
二つ目昇進。「三遊亭きん歌」となる。 
住まいであったアパート「善兵荘」の廊下に１４０人のお客を集め、
落語会を行う。廊下での落語会は、落語界初。 
この年フジTV「らくごin六本木」に最多出演。「田畑君」「松岡君」
「一八君」「野間家の人々」「寿の春」などの新作でTV界デビュー。 
若手演芸大賞最優秀二つ目賞を受賞。 
NHK新人落語コンクール入賞。 
真打昇進試験に、新作「寿の春」で合格。 
先輩１８人抜きで真打昇進。入門9年で真打昇進の大抜擢を受け
る。初代「三遊亭歌之介」となる。 
故郷鹿児島にて、ミニ独演会（一回３０分）を一日１４ヶ所で行う。 
鹿児島県より「さつま大使」の任命を受ける。 
国立演芸場・花形演芸大賞「金賞」受賞。　　 
映画「ひっとべ」に主演。　　　 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

前売り券 
発売所 

入場料 

お問い合せ 

届け出もれはありませんか 

　～金婚をお迎えのかたは 
　　　　　　届け出をお願いします～ 
　今年も９月15日からの老人週間にちなみ、今年
中に金婚（結婚50周年）を迎えられるご夫婦へ、さ
さやかではございますが記念品を贈り、皆様ととも
にお祝いしたいと思います。 
　該当されるご夫婦は、戸籍抄本などで婚姻日をご
確認のうえ、８月23日（月）までに各地区の区長さ
んへお申し出ください。 

○金婚該当者 
　昭和29年12月31日までに婚姻届を出して
いるかたで、昨年度までにお祝いを受けてお
られないご夫婦 
○贈呈期日　 
　９月18日（土）開催予定の社会福祉大会 

お問い合わせ　 
　秋穂町社会福祉協議会　1（984）2549有線2381

第38回 
秋穂町社会福祉大会 

　開催日　９月18日（土） 
　会　場　大海総合センター 

　記念式典、慰安演芸を予定しています。
ご近所お誘い合わせのうえ、憩いのひと
ときをお楽しみください。 
　なお、大会の詳しい内容や当日の送迎
バスの運行予定表などは、広報あいお９
月号でお知らせします。 

お問い合わせ 
 　秋穂町社会福祉協議会 

1（984）2549　有線2381 
　 町役場健康福祉課　 

1（984）8023　有線5001

入場料　前売り2,000円（会員1,500円） 
　　　　当日500円高 
　　　　全席自由席 
チケット取り扱い　 
秋穂町大海総合センター／秋穂町中央公民館／秋穂
町役場教育委員会／道の駅あいお／ポプラあいお店
／サンパークあじす／スーパーよしもと 

主　催　あいお文化倶楽部・宇部好楽協会 
後　援　秋穂町／秋穂町教育委員会 
お問い合わせ　 
あいお文化倶楽部1（984）2053FAX（984）5699 
〒754-1101　吉敷郡秋穂町東1130-5 
電話予約も受け付けています 

三
遊
亭
歌
之
介
独
演
会 

　
９
月
11
日（
土
） 

午
後
６
時
開
演
　（
午
後
５
時
30
分
開
場
） 

会
場
　
秋
穂
町
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー
　 

　
　
　
ら
ん
ら
ん
ド
ー
ム 

　山口動物愛護センターでは、動物を愛護する意識
を高めていただくとともに、動物を飼育するうえで
の理解を深めていただくために、夏休み家族ワンワ
ン教室を開催します。 

日　　時　８月18日（水）午前９時30分～正午 
場　　所　山口動物愛護センター 
対　　象　県内の小学生のいるご家族 
募集人数　10家族程度（約40人）※応募多数の場

合は抽選。決定者には８月６日（金）ま
でに電話などでご連絡します 

募集期限　８月４日（水） 
応募方法　山口動物愛護センターへ電話でご応募

ください　1083（973）8315 
内　　容　犬について（接し方・飼い方など）、介助

犬について、子犬や子猫・ウサギなどの
小動物とのふれあいなど 

参 加 費　無料 
お問い合わせ　山口動物愛護センター 
　1083（973）8315  山口市大字陶字郷943-12
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まちのできごとを 

写真で紹介します 

　
６
月
15
日
（
火
）、
秋
穂
小
学
校
で
『
青
少
年

劇
場
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
心
を
育
成
す

る
た
め
、
芸
術
文
化
体
験
活
動
の
一
環
と
し
て

県
内
の
小･

中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
の
演
目
は
「
と
な
り
の
国
の
打
楽
器
と
踊

り
」
で
し
た
。 

　
李
周
熙
さ
ん
と
車
昌
鎬
さ
ん
の
、
ま
る
で
会

話
す
る
よ
う
に
演
奏
さ
れ
る
打
楽
器
や
軽
快
な

踊
り
に
、
会
場
と
な
っ
た
体
育
館
は
児
童
た
ち

の
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
途
中
で
児
童
や
先
生
が
参
加
し
て
、

い
っ
し
ょ
に
打
楽
器
を
叩
い
た
り
、
輪
に
な
っ

て
踊
っ
た
り
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
よ
く
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
実
は
知
ら
な
い

隣
の
国
「
韓
国
」、
そ
の
文
化
に
触
れ
る
楽
し
い

一
日
に
な
り
ま
し
た
。 

　
６
月
30
日
（
水
）、
秋
穂
小
学
校
５
年
生
の
児

童
52
人
が
、
学
校
田
で
昔
な
が
ら
の
手
植
え
で
の

田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。 

　
最
初
は
、
田
ん
ぼ
の
泥
の
感
触
に
慣
れ
な
い
様

子
で
、
一
歩
踏
み
出
す
の
に
も
苦
労
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
う
ち
に
手
つ
き
も
よ
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。 

　
今
回
植
え
た
の
は
も
ち
米
で
、
秋
に
は
児
童
た

ち
が
鎌
を
使
っ
て
稲
刈
り
を
行
い
、
み
ん
な
で
餅

つ
き
を
楽
し
む
と
の
こ
と
で
し
た
。 

秋
の
収
穫
が
楽
し
み 

秋
穂
小
学
校
５
年
生
が
田
植
え 

音
楽
を
通
じ
て
楽
し
く
国
際
交
流

秋
穂
小
学
校
で『
青
少
年
劇
場
』 

▲河野洋子さん（中条） ▲岡田睦子さん（東天田） 

▲車昌鎬さんが長いリボン状の紐のついた帽子をかぶ
って踊る姿に、児童たちは興味津々です 

　
６
月
14
日
（
月
）、
平
成
16
年
度
山
口
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内
母
子
保
健
推
進
協
議
会

総
会
で
、
母
子
保
健
推
進
員
の
岡
田
睦
子
さ

ん
（
東
天
田
）
が
、
ま
た
、
６
月
18
日
（
金
）、

同
管
内
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
総
会
で
、

食
生
活
改
善
推
進
員
の
河
野
洋
子
さ
ん
（
中

条
）
が
、
山
口
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
お
２
人
の
受
賞
は
、
多
年
に
わ
た

り
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

健
康
づ
く
り
と
歩
ん
で 

 

　 

　
岡
田
睦
子
さ
ん（
東
天
田
） 

　  

　
河
野
洋
子
さ
ん（
中
条
） 

  

　
　
山
口
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

  

　
　
所
長
表
彰
を
受
賞 

１
歩
歩
く
の
に
も
ひ
と
苦
労 

きょうみしんしん 
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▲「トンネルくぐってこんにちは」では、牛乳パックで作った
トンネルをくぐります 

▲「あーんパンまん（パクッ）」上手にパンをくわえられるかな 

　
６
月
10
日
（
木
）、
中
央
公
民
館
講
堂
で

「
あ
つ
ま
れ
！
す
く
す
く
秋
穂
っ
子
運
動

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
会
は
、
秋
穂
町
母
子
保
健
推

進
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
町
内
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

約
１
１
９
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
ア
ン
パ
ン
マ

ン
た
い
そ
う
や
、
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
な

ど
、
母
子
保
健
推
進
員
の
考
え
た
ア
イ
デ
ィ

ア
い
っ
ぱ
い
の
競
技
で
思
い
っ
き
り
身
体

を
動
か
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。 

元
気
で
梅
雨
も
吹
き
飛
ば
せ 

す
く
す
く
秋
穂
っ
子
運
動
会 

Ａ Ｆ ＆ 
griculture

isheriesＡ Ｆ ＆ 

　６月16日（水）、ＪＡ山口中央阿東支所で「山
口県エコファーマー認定書交付式」が開催され
ました。この認定書交付式では、秋穂ミニトマ
ト部会の農業者９人と阿東トマト部会の農業者
91人の総勢100人に、山口農林事務所長からエ
コファーマーの認定書が一人ひとりに手渡され
ました。 
　エコファーマーとは、「持続農業法」に基づき、
たい肥等を使った土づくりと化学肥料・化学農
薬の使用の低減を一体的に行う生産方式を導入
する計画を立て、山口県知事の認定を受けた農
業者のことです。 
　今回、認定を受けたエコファーマーの皆さんは、
「安全で安心なトマトづくりに向けて、みんな
でがんばっていこう」と力強い決意を表しました。 

▲エコファーマーに認定された秋穂ミニトマト部会の
皆さん 

griculture

isheries
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■秋穂コミュニティセンター 

■お問い合わせ　秋穂コミュ二ティセンター 
（1（984）2130・有線2414） 

▲防府市消防署職員の指導で、乳幼児に対する
救急処置法を学びました 

６月２日（水）、伝承
教室のみなさんの
指導で、発泡スチ

ロールの「まつやに船」
を作りました。 

▲船が水に浮かびま
した 

松の枝から「まつやに」
を取り出します 

　横尾浩子先生の指導で、マスコット
とブレスレットを作りました。 

▲完成品 

難
し
い
と
こ
ろ
は
手
伝

っ
て
も
ら
っ
て
、一
生
け

ん
め
い
作
り
ま
し
た 

こ
れ
か
ら
の 

幼
児
教
育
を
考
え
る 

　
お
父
さ
ん･

お
母
さ
ん
、お
子
さ
ん

と
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。 

　
最
近
、子
ど
も
の
年
齢
別
の
発
達

段
階
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、今
回
は
発
達
段
階
に
つ
い

て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
大
ま
か
な
基
準
で
す
。
子
ど
も

の
発
達
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
か

ら
、あ
ま
り
神
経
質
に
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
ま
ず
、３
歳
児
に
つ
い
て
。３
歳
児
は

２
歳
児
と
比
べ
る
と
、い
く
ら
か
言
葉

も
出
ま
す
し
、自
分
の
言
い
た
い
こ
と

や
思
っ
て
い
る
こ
と
、親
の
言
う
こ
と
も

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

言
葉
が
未
発
達
な
の
で
、喜
ぶ
・
怒
る
・

泣
く
な
ど
し
て
、自
分
な
り
の
自
己
表

現
方
法
を
見
つ
け
る
時
期
で
す
。
色
々

な
ル
ー
ル
は
３
歳
児
で
は
理
解
で
き
ま

せ
ん
の
で
、お
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、同
じ
場
所
に

行
っ
て
遊
び
た
が
り
ま
す
。 

　
そ
し
て
、３
歳
児
の
後
半
に
な
る
と
、

ま
ま
ご
と
な
ど
の｢

ご
っ
こ
遊
び｣

が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、実

際
に
な
い
も
の
を
あ
る
も
の
と
し
て
連

想
で
き
る｢

抽
象
思
考｣

が
発
達
し
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

　
４
歳
児
に
な
る
と
言
葉
が
多
く
な

り
、と
て
も
お
し
ゃ
べ
り
に
な
る
時
期

で
す
。３
歳
児
と
違
っ
て
、い
や
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
か
ん
し
ゃ
く
を
起

こ
さ
ず
に
、文
句
を
言
う
こ
と
で｢

い
や

だ｣

と
い
う
こ
と
を
自
己
主
張
し
ま
す
。

自
分
と
他
人
を
き
ち
ん
と
分
け
て
考

え
た
り
、そ
れ
を
比
較
し
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
両
手
を
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
て｢

こ
ん
な

大
き
な
花
が
咲
い
た
よ｣

と
か｢

こ
ん
な

大
き
な
金
魚
が
い
た
よ｣

と
か
、現
実

に
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
こ
と
を
言
い

合
っ
て
、自
慢
話
で
盛
り
上
が
る
の
も

４
歳
児
の
特
徴
で
す
。
仲
間
意
識
が
芽

生
え
、子
ど
も
同
士
で
遊
び
、自
分
の

意
見
を
言
っ
た
り
、相
手
の
意
見
を
受

け
入
れ
た
り
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

　
５
歳
児
に
な
る
と
、身
の
回
り
の
こ

と
は
だ
い
た
い
自
分
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。お
手
伝
い
も
上
手
に
な
り

ま
す
。
子
ど
も
の
行
動
に
危
な
げ
が

無
く
な
っ
て
く
る
時
期
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、行
動
範
囲
の
広
が
り
に

も
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、遠
く
ま

で
行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
知
的
理
解

も
豊
か
に
な
り
、現
実
と
非
現
実
の
違

い
が
か
な
り
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

絵
本
を
読
ん
で
も
、こ
れ
は
物
語
の
中

の
こ
と
と
理
解
し
な
が
ら
聞
い
て
い
ま

す
。 

　
３
歳
児
・
４
歳
児
・
５
歳
児
の
具
体

的
な
発
達
の
一
部
を
あ
げ
ま
し
た
。
子

ど
も
に
無
理
を
さ
せ
な
い
で
、ゆ
と
り

の
あ
る
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
。 

下
村
　
高
木
芳
子 

元
気
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う 

その１９８ 

８日（日） 
 

14日（土） 
15日（日） 
22日（日） 

 
25日（水） 

 
29日（日） 

夏休み工作教室（４年～６年） 
　午後１時30分～ 
にこにこ映画会 
　午後１時30分～ 
第42回囲碁大会 
　午前９時30分～ 
児童劇巡回事業（秋穂コミュニティセンター） 
　午後１時30分～ 
夏まつり　午後１時～　 
 

８月のにこにこ行事 

｝ 
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おすすめの味 
食
生
活改
善推進協議会

の

おすすめの味 
活 習 慣 病 予 防 生 
た め の 献 立 の 62

生ざけの風味揚げ 生ざけの風味揚げ 

ごまだれ ごまだれ 梅だれ 梅だれ 

郵 便 局 
秋穂・大海郵便局 

作り方 
①生ざけはそぎ切りにして、しょうゆ、酒、すりおろしたしょうが
で下味をつける。 

②さけの汁けをふいて、1.5cm幅に切ったのりを巻いて小麦粉
を薄くつける。 

③170℃～180℃に熱した揚げ油で②をこんがりと揚げ中まで
火を通す。 

④器に青じそを敷いてさけを盛り付け、すりおろして水けをきっ
た大根とミニトマトを添える。 

 

材料４人分 

生ざけ………………４切れ  
しょうゆ…………大さじ１ １/２ 
酒……………………小さじ１ 
しょうが………………１かけ 
小麦粉、のり…………各適量 

揚げ油……………………適量 
大根……………………２００ｇ 
青じそ……………………４枚 
ミニトマト…………………８個 
 

材料 

白練ごま……………１３０ｇ 
砂糖………………大さじ３ 
しょうゆ…………大さじ４ 
酢…………………大さじ３ 

作り方 
①梅干しは種を取り除き果肉
を包丁でペースト状にする。 

②①を鍋に入れてAを加えよ
く混ぜ合わせて中火にかけ、
煮立ったら弱火にして2～
３分煮る。 

作り方 
練りごまに砂糖を加えてよく
練り合わせしょうゆを少しず
つ加えてのばすようにし、酢
も少しずつ加えて混ぜ合わせる。 
保存期間　　約１ヶ月 
 

～救命はあなたの愛と勇気です～ 
毎月第１日曜日に普通救命講習を開催しています
次回は８月１日です。 
講習時間　午後１時30分～４時30分 
と　こ　ろ　防府市消防本部庁舎・講堂 
内　　容　心肺蘇生法・止血法 
受　講　料　無料（Ｑマスク、修了証をお渡しします） 

申込先･お問い合わせ　 
　防府市消防本部　警防課 1 0835（23）9918

～しょうがの香りで食欲増進～ 

手紙作文コンクール 
・手紙作文部門…小中学生 
・ハガキ作文部門…小学生 
・絵手紙部門 
・パソコン絵手紙部門 

国際ボランティア作文コンクール 
　応募資格　どなたでも応募できます 
　国際協力に関する意見、体験などを自由に書
　いてください 

私のアイディア貯金箱コンクール 
　応募資格　小学生 

かんぽ作文コンクール 
　応募資格　小学生（５・６年生）、中学生 
　次の２つのテーマから選んでください。 
○簡易保険など生命保険に関すること（命の
尊さ、助け合いの心など） 

○日ごろ考えていること、思っていること、
感動したことなど 

詳しくはお近くの郵便局またはホームページをご
覧ください。 
郵便局ホームページhttp://www.yubinkyoku.com/ 

…
どなたでも応募 
　できます 

梅干しをもっと料理に利用し
てみませんか？さわやかな風
味と酸味が、料理をさっぱり
と口当たりよくしてくれます。 

市販の練りごまは重宝ですが、
油が分離しやすいので、使用
する時にしっかりかき混ぜな
ければならないのが大変。ご
まだれを作っておけばそんな
苦労はありません。 材料 

梅干し…………………１５個 
しょうゆ……大さじ１ 
みりん………大さじ１ 
砂糖…………大さじ２ 

ごま油…………大さじ１/２ 

Ａ 

｝ 

　８月11日～20日は「行方不明者身元確認強化旬間」
です。この期間中、「行方不明者を捜す相談所」を開
設します。相談に関する費用は一切不要で、秘密は厳
守します。 
　ご家族の中で安否を気遣っているかたがいらっし
ゃいましたら、どうぞ相談所をご利用ください。 

■とき　８月16日（月）～20日（金） 
　　　　午前９時～午後４時 
■場所　山口県警察本部５階　鑑識課内 

お問い合わせ　1083（933）0110内線4641

「行方不明者を捜す相談所」開設のお知らせ 
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年間総収入130万円未満のかた 
社会保険の被扶養者になれるかも… 

●被扶養者の範囲 
（1）被保険者の直系卑属（※）、配偶者（婚姻の届け出

をしていないが、事実上婚姻関係と同等の事情に
あるかたを含む）、子、孫および弟妹であって、
主としてその被保険者によって生計を維持してい
るかた。 

（2）次のかたであって、被保険者と同一の世帯に属し、
主としてその被保険者によって生計を維持してい
るかた。 

①被保険者の３親等以内の親族 
②被保険者の配偶者であって、婚姻はしていないが、
事実上婚姻と同等の事情にあるかたの父母および子 

※卑属…自分よりも目下の親族のこと。目上の親族は
｢尊属｣といいます。 

 

●生計維持関係 
　生計維持があるとは、｢認定対象者が主として被保
険者の収入により生計を維持している｣ことをいいま
すが、その内容は、次のとおりです。 
（1）年間の収入（年金・利子収入などを含むあらゆる

収入）が130万円未満（認定対象者が60歳以上また
は、厚生年金法による障害厚生年金の受給要件に
該当する場合、180万円未満）で、被保険者の収
入の２分の１未満のかた。 

（2）該当者について、被保険者（組合員）以外のかたに
扶養手当が出されているような場合には、被扶養
者にはなれません。 

※被扶養者の認定は、以上の基準で行われますが、実
際の生活の状態とかけ離れるなど妥当性を欠く場合
には、事情に応じた認定が行われます。 

　健康保険の被扶養者になれるのに国保に加入しているのは、保険税負担が
余分にかかることになります。 
　要件を満たし、被扶養者に認定されると思われるかたは、勤め先の健康保
険担当にご相談されてはいかがでしょうか？ 
　なお、健康保険の被扶養者に認められるのは、次の要件を満たすかたです。
また、認定の基準は、健康保険や共済などで基本的に差異はありません。 

年間総収入130万円未満のかた 
社会保険の被扶養者になれるかも… 

お問い合わせ　町役場町民課　1（984）8022　有線2321

国 保 
k o k u h o

k o k u h o

CORNER

CORNER

コ ー 
ナ ー 

年
金
の
　
　
あ
れ
こ
れ 

お
話 

対象者の収入 ・130万円未満　○ 
・収入が半分未満○ 

120万円 

130万円 

140万円 

110万円 110万円 

被保険者の収入 

理　由 認定 

・130万円未満　○ 
・収入が半分以上× 

・130万円以上　× 

同
居
し
て
い
る
場
合 

対象者の収入 ・130万円未満○ 
・収入が仕送額 
　より少ない　○ 

120万円 

130万円 

140万円 

110万円 

被保険者からの仕送額 

理　由 認定 

・130万円未満○ 
・収入が仕送額 
　より多い　　× 

・130万円以上× 

別
居
し
て
い
る
場
合 

　
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
２０
歳

以
上
６０
歳
未
満
の
か
た
は
、
国
民
年

金
に
必
ず
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
国
外
に
住
ん
で
い
る
日

本
人
や
、
６０
歳
に
な
っ
て
も
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
資

格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
か
た
、

受
給
資
格
は
あ
っ
て
も
年
金
額
が
満

額
に
満
た
な
い
か
た
な
ど
は
、
申
し

出
に
よ
り
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
と
し
て
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

　
任
意
加
入
被
保
険
者
と
な
れ
る
の

は
、
日
本
国
民
で
あ
っ
て
日
本
国
内

に
住
所
を
有
し
な
い
２０
歳
以
上
６５
歳

未
満
の
か
た
や
、
日
本
国
内
に
住
所

を
有
す
る
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
か

た
で
す
。
特
例
と
し
て
、
昭
和
３０
年

４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
で
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な

い
か
た
は
、
６５
歳
以
後
も
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
す
ま
で
の

間（
最
長
７０
歳
に
な
る
ま
で
）、
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ 

山
口
社
会
保
険
事
務
所 

1
０
８
３（
９
２
２
）５
６
６
２ 

町
役
場
町
民
課 

1（
９
８
４
）８
０
２
２ 

有
線
２
３
２
１ 

ご
存
じ
で
す
か
？ 

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度 
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年間総収入130万円未満のかた 
社会保険の被扶養者になれるかも… 

児童手当が小学校３年生
まで拡大されました 

平成16年４月１日から、児童手当
が拡充されました 

　児童手当の支給対象年齢が､現在の義務教育就
学前までから小学校第３学年修了前（９歳到達後
最初の年度末）までに拡大されました。 
　新たに、児童手当等を受けようとする児童の
保護者は、町役場健康福祉課（公務員の場合は勤
務先）で､認定請求等の手続きが必要となります。 
　なお､改正に伴う認定請求等は、平成16年９
月30日まで受け付けたものに限り、特例的に４
月１日（または支給要件に該当した日）にさかの
ぼって支給されます。ただし、一定以上の所得
がある場合、児童手当等は支給されません。 
 

　児童扶養手当・特別児童扶養手当を受けている
かたは、８月に現況届を提出することになってい
ます。 
　この手続きをしないと、継続して手当が受けら
れなくなる場合があります。必ず期間内に届け出
てください。 

○提出期限　 
　　児童扶養手当：８月31日（火） 
　　特別児童扶養手当：９月10日（金） 
○持参するもの　 
　　手当証書、印かん 

※平成16年１月１日現在、秋穂町内に居住
していないかたは、前住所地の所得・課税
証明（世帯全員）が必要です 

○届出先、お問い合わせ 
　　町役場健康福祉課　1（984）8023　有線5001

■試　験　日　10月24日（日） 
■試験会場　山口市（山口大学・山口県立大学） 
■対　象　者　保健・医療・福祉の分野で合計５年以上（一部10年以上）の

実務経験を有するかた（詳細は受験案内をご覧ください） 
■受験案内　県高齢保健福祉課、県健康福祉センター、各市町村介護保険

担当課窓口で受け取ることが出来ます。郵送を希望するかた
は、「介護支援専門員受験案内請求」と朱書きした封筒に、
200円切手を貼った返信用封筒（縦32cm、横23cm以上で
住所・氏名を記入したもの）を同封して、県高齢保健福祉課
へ請求してください。 

■受付期間　８月12日（木）～８月31日（火） 
■受験手数料　7,000円（山口県収入証紙） 
■実務研修　試験合格者に対し、平成17年１月以降実施します（６日間） 
■お問い合わせ　山口県高齢保健福祉課介護保険室 
　　　　　　　　（〒753-8501山口市滝町1-1　1083（933）2774） 
　　　　　　　　町役場健康福祉課介護保険係　1（984）8023

○
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１３

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
、
夫
が

戦
傷
病
者
と
し
て
増
加
恩
給
な
ど

の
障
害
給
付
を
受
け
始
め
た
場
合
、

そ
の
妻
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。 

○
右
記
の
期
間
内
に
、
増
加
恩
給
な

ど
の
障
害
給
付
を
受
給
し
て
い
る

戦
傷
病
者
と
婚
姻
し
た
妻
に
、
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

○
平
成
８
年
５
月
に
戦
傷
病
者
な
ど

の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
国
債

の
最
終
償
還
を
迎
え
た
妻
で
あ
っ

て
、
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
平
成

５
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
８
年
９

月
３０
日
の
間
に
公
務
傷
病
以
外
で

死
亡（
平
病
死
）し
た
場
合
、
そ
の

妻
に
、
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。 

○
請
求
期
限
は
平
成
１６
年
９
月
３０
日

ま
で
で
す
。
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
、

時
効
に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
、
特

別
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
請
求
忘
れ
の
な
い
よ
う

お
早
め
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
お
問
い
合
わ
せ 

町
役
場
健
康
福
祉
課 

　
1（
９
８
４
）８
０
２
３ 

　
有
線
５
０
０
１ 

山
口
県
高
齢
保
健
福
祉
課
援
護
班
　

　
1
０
８
３（
９
３
３
）２
８
０
０ 

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
は
お
済
み

で
す
か 

介護支援専門員実務研修受講試験のお知らせ 
　介護支援専門員の養成を行うため、介護支援専門員実務研修受講試験を実施します。 

介護支援専門員とは 
　介護保険制度のもとで要介護
認定やケアマネジメント（専門
的な相談やサービス調整など）
において重要な役割を担います。 

お忘れなく 
児童扶養手当・特別児 
童扶養手当現況届 
 

お問い合わせ　 
　町役場健康福祉課　1（984）8023　有線5001
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募
集
 

皆さんからの作品や
情報などをお待ちし
ています。 

　このコーナーでは、皆さん
の書いた随筆・詩・イラスト・
短歌や、皆さんの撮った写真、
地域の情報や愉快な仲間たち
の情報を募集しています。 
　また、「わが家のプリンス・
プリンセス」の写真も募集し
ています。 
　ふるってご応募ください。 

お問い合わせ 
町役場企画課 
1（984）8026・有線5031

Message
メッセージ 

美月 
美鳥 

み 

み どり 

づき 
ちゃん 
（３歳） 

ちゃん 
（８カ月） 

加茂・藤田さんちの 
プリンセス 

みんなを和ませてくれる仲良し姉妹です。 
これからますます仲良くなってね！ 

お母さんの美奈子さん 

大海小学校児童作品展 
期間　８月１日（日）～29日（日） 

《内容》　 
○大海小学校の１年生～６年生が１学期
に取り組んだ絵画や工作の展示 
○１学期の活動紹介 

皆さんのご来場をお待ちしています。 

　７月８日（木）、親子交通安全
教室を行いました。楽しみなが
ら交通ルールを学ぶことができ
ました。 

 

黒潟保育所のみんな 

お母さんや先生といっしょに、上手に横
断歩道を渡ることができるかな ▲

 ▲ 
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自衛官の募集　～自衛隊山口募集案内所では自衛官を募集しています～ 
■平成16年10月採用自衛官の募集  
 
 

■平成17年３月採用自衛官の募集 
 
 
 
 
 
 
  

申し込み･お問い合わせ　自衛隊山口募集案内所（山口市中央4丁目4-12　1083（925）8231） 

　山口市南部の陶・鋳銭司地域は、同市内で最も早く人々
の生活の場として開けたところです。陶の陶窯跡・鋳
銭司遺跡・長沢遺跡・旧山陽道・近世初期の干拓地な
どを訪れ、自然環境と人間生活との関わりを探ります。 

主　　催　山口自然史同好会 

後　　援　山口市教育委員会、秋穂町教育委員会、 
　　　　　小郡町教育委員会、阿知須町教育委員会 

日　　時　９月26日（日） 
　　　　　午前８時30分～午後４時30分（小雨決行） 

集合場所　・山口市民会館小ホール横（午前８時20分集合） 
　　　　　・JR新山口駅新幹線口（午前８時50分集合） 

募集人数　40人（中学生以上） 

服　　装　山野を歩きやすい服装・履き物、帽子、手袋 

携　行　品　地形図（1/25,000　阿知須・台道・宇部東
部）、筆記用具、ルーペ、昼食・水筒、そ
の他各自必要なもの 

参　加　費　2,000円（当日徴収） 

申込方法　往復はがきに「山口の自然探訪参加申し込
み」として、郵便番号、住所、氏名、性別、
年齢、電話番号、集合場所を明記し、復信
の宛名を記入のうえ、下記申込先に申し込
んでください。 

申込期限　９月４日（土） 

申込･お問い合わせ　 
　〒753-0214山口市大内御堀128-1　小林徳次　　

1083（922）6351

募集種目 
２等陸・海・空士 

応　募　資　格 
18歳以上27歳未満 

試　験　日 
９月１日（水） 

受付期間 
８月２日（月）～27日（金） 

　私たち自身が循環型社会をつくっていくた
めにできることはいろいろあります。 
　３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）
を実践するのはもちろんのこと、リサイクル
製品などできるだけ環境にダメージの少ない
製品を選んで購入することも大切です。その
ような買い物をすることをグリーン購入とい
い、そういう消費者をグリーンコンシューマ
ーと呼びます。今日から、あなたもグリーン
購入を実践してみてはいかがでしょう。 

町役場町民課　1（984）8022有線2321

　◆公文書公開請求及び処理状況 
　　　　　公開請求件数　　０件 

　◆不服申立てなどの状況 
　　　　　不服申立て件数　０件 

お問い合わせ　町役場総務課　1（984）8021有線2301

日　時　10月３日（日）　正午～ 
場　所　大海総合センター　らんらんドーム 
主　催　公民館生涯学習講座歌謡教室 
後　援　秋穂町中央公民館 
　　　　秋穂町社会福祉協議会 
申し込み・お問い合わせ　 
　中央公民館　1（984）2132 
　三浦商店　　1（984）2654 

 ※申し込みは、定員になりしだい締め切ります 

～自然に親しみ、探求しよう～ 
陶・鋳銭司地域をたずねて 

平成15年度 
秋穂町情報公開制度の実施状況報告 

募集種目 
一般曹候補学生 
曹　候　補　士 
航　空　学　生 

２等陸・海・空士 

応　募　資　格 
18歳以上24歳未満 
18歳以上27歳未満 
高卒（見込可）21歳未満 

18歳以上27歳未満 

試　験　日 

９月18日（土） 
 

９月23日（木） 
男子９月30日（木） 
女子９月26日～27日 

受付期間 
 

８月２日（月） 
  

９月８日（水） 
〜 



8月のし尿収集予定 
山口公衆衛生協会（1083（922）1746） 

地区名 予定日（日） 

大河内北・南 2・3 

4・5 

4・5 

　9・10 

　9・10 

9 

9 

9 

11・17

天　　神　　町 

浜　　　　中 

北　　　　条 

中　　　　条 

井　　　　南 

浜　　　　内 

赤　　　　崎 

日　　　　地 

※小郡衛生秋穂社（1（９８４）４１５９）吉南 
　衛生社（1（９７３）１２５０）については、 
　直接、確認ください 

子犬・子ねこの譲渡会 
日時●８月２２日（日）午前９時３０分～ 
場所●山口県動物愛護センター 
　　　山口市陶1（９７３）８３１５ 

●午前９時から午後５時まで施設の 
開放や飼育相談も開催します。●都 
合により中止の場合もありますので、 
開催日の１週間前にご確認ください。 

………………………………………… 

飼えなくなった犬・ 
ねこの引き取り 
日時●８月２５日（水） 
　　　午前８時３０分～８時４５分 
場所●町役場・町役場大海支所 

●引き取りを希望されるかたは、引 
取日の前日までに電話で予約してく 
ださい。●当日は、印かん（犬の場 
合は鑑札も）を持参してください。 

………………………………………… 

お問い合わせ　町民課1（９８４）８０２２有線２３２１ 
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｢女性創業塾｣受講生募集
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総合労働相談コーナーのご案内
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ハートクリニック南山口 
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（敬称略） 

地　　区 氏　　　名 逝去の日 年齢 

お知らせ INFOMATION
人口 
8028人 

男 3825人 

女 4203人 

人の動き （７月１日） 

内訳 

世帯数 

増加分　出生　６人　転入　２３人　　計　２９人 
減少分　死亡　６人　転出　１７人　　計　２３人 

２８８８世帯 

トピックス 

期限付き商品券発売 
 
　７月１日（木）、秋穂町商工会で、
期限付き商品券の発売が開始され
ました。午前９時の発売を前に、
商工会前で数人が順番を待ち、人
気の高さがうかがえました。 
　この日、秋穂町商工会には、78
人ものかたが商品券を買いに訪れ
ました。 

加 茂  

北 条  

井 南  

金 山 領  

天 神 町  

秋 楽 園  

６月５日 

６月９日 

６月１４日 

６月１８日 

６月２１日 

６月２６日 

８８ 

７５ 

７４ 

８２ 

５９ 

９５ 

（６月１日～６月３０日届出） 

秋穂町の交通事故 
発生状況 

6月30日現在 

人身事故発生件数… 

物損事故発生件数… 

※年の累計（　）内対前年比 

12件 

55件 

（＋1） 

（＋12） 

町 税
 の 納 期 

町県民税………２期分 
国保税………３期分 

納付期限……８月３１日（火） 

室 谷 　 重  

山 田 久 幸  

浅 野 國 男  

尾　　　サヨ子 

　 田 暁 美  

伊　藤　リツノ 

▲商品券を手渡す商工会長 
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秋穂町在宅介護支援センター　は高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。�(９８４)５７７３
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育児相談

すくすく秋穂っ子
絵本であそぼ②

巡回健康相談
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山口･小郡地域広域水道企業団
の建設工事などの競争入札参
加資格審査申請の受付

子どものこと
何でもご相談ください
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海上保安大学校・海上保安
学校学生募集

　 月の 保健行事 �

催し・募集 
お知らせ 



役 公 民 

総 老 

中 秋 大 

コ 消 楽 

編集　秋穂町役場企画課（〒７５４‐１１９２　山口県吉敷郡秋穂町東６５７０番地　　０８３（９８４）８０２６）　印刷　大村印刷 
秋穂町ホームページ http://www.aiocho.jp/　　Eメール：kikaku@aiocho.jp　　ケータイホームページ http://www.aiocho.jp/kti/ 
ケーブルテレビ秋穂町からのお知らせ放映時間　8：10～8：15／12：40～12：45／18：40～18：45／22：25～22：30

　 

……町役場（　（９８４）２１２１）　　　　　……中央公民館（　（９８４）５３２１・（９８４）２１３２）　　……歴史民俗資料館（　（９８４）５００３） 

……大海総合センター（大海支所を含む各施設）（　（９８４）２０５３）　　　　　　　……老人福祉センター（　（９８４）２５４９） 

……秋穂中（　（９８４）２１１４）　　　　　　　……秋穂小（　（９８４）２２５０）　　　　　　　……大海小（　（９８４）２２５３） 

……コミュニティセンター（　（９８４）２１３０）　　……コミュニティ消防センター　　　……秋楽園（　（９８４）５８００）　 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

８ 
　は　づき 

2004．AUGUST・ 葉月 月の　　　　　 

補聴器の修理　 8：40～ 9 ：10相愛 総 

補聴器の修理　 9：40～10：10相愛 役 

第14回えび狩り世界選手権大会　中道海水浴場 

飼えなくなった犬・ねこの引き取り　　 8：30～ 8：45総 役 

１ ６ 

１ ７ 

１ ８ 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

１ ９ 

２ ０ 

２ １ 

２ ２ 

２ ３ 

２ ４ 

２ ５ 

２ ６ 

２ ７ 

２ ８ 

２ ９ 

３ ０ 

３１ 

総 補聴器の修理　 8：40～ 9 ：10メガネの田中 

中 子ども会球技大会 

役 秋穂町農業委員会総会　 9 ：00～ 

人権教育指導者研修会　 10：00～ 

コ 夏休み工作教室４・５・６年 

役 補聴器の修理　 9：40～10：10メガネの田中 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

１ ０ 

１ １ 

１ ２ 

１ ３ 

１ ４ 

１ ５ 

心配ごと相談　 10：00～15：00総 

育児相談　 9：30～11：30総 

心配ごと相談　 10：00～15：00老 

すくすく秋穂っ子絵本であそぼ②　 10：00～11：00コ 

にこにこ映画会　 13：30～ コ 

成人式　 10：00～ 総 

絵本の読み聞かせの会（園児・低学年向け）　 15：30～ コ 

第42回囲碁大会　 9：30～ コ 

絵本の読み聞かせの会（幼児向け）　 10：30～ 総 

絵本の読み聞かせの会（幼児向け）　 15：30～ コ 

総 補聴器の修理　 8：40～ 9 ：10県補聴器センター 
役 補聴器の修理　 9：40～10：10県補聴器センター 

巡回健康相談（宮之旦公民館）9 ：30～11：00

総 補聴器の修理　 8：40～ 9 ：10県補聴器センター 
役 補聴器の修理　 9：40～10：10県補聴器センター 

にこにこ映画会　 13：30～ コ 

総 


